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一般社団法人日本地質学会倫理綱領
2003年9月19日　日本地質学会総会制定

2009年12月5日　一般社団法人日本地質学会制定*

　日本地質学会の会員は，科学的真理を明らかにする事を目的として，誠実かつ真摯に地質学および関連科学の研究・教育および
調査を行う．その成果を広く社会に公表することにより地質学および関連科学の進歩普及を図り，もって社会の発展と人類の福祉
に貢献する．会員は，基本的人権を守り，良識かつ品位のある行動をとる．

1. 科学者としての倫理：会員は，専門知識の向上および地質学と関連科学の発展を目指して自己研磨を図る．研究と調査において
は，法を尊守し，社会的良識に従って行動する．科学的事実に対しては常に謙虚，誠実でなくてはならない．研究成果と技術上の
知見を広く社会に公表し，公表にあたっては先人と他者の業績を尊重する．

2. 知的交流の確保：会員は，国際交流や他分野との交流を進めることを通して学術の向上を図るとともに，研究成果と技術上の知
見が科学的に広く吟味・検証されるよう努める．

3. 人類と社会への責務：会員は，その専門知識と技術を適切に活用し，研究と調査の成果を広く社会に提供することを通して社会
の発展と人類の福祉に貢献する．

4. 地球環境への責務：会員は，地球システムの諸現象についての専門家として，地質災害の予知と防止，地球環境の将来予測，資
源の適正な活用に関する情報を提供するとともに，専門知識を活かして環境の保全と改善に努める．自らの研究と調査の実施にあ
たっては環境への影響を最小限にするよう配慮する．

5. 次世代への責務：会員は，地質学と関連科学における学術と技術の継承と発展，次世代を支える人材の育成を図る．研究や調査
の成果物，重要な露頭や標本などの科学的遺産の保全に努める．

*2009 年12月5日法人理事会において，一般社団法人日本地質学会倫理綱領として全文引継を決定．

一般社団法人日本地質学会行動規範
 

2011年9月8日　一般社団法人日本地質学会理事会制定
 
　日本地質学会が他機関や組織との連携事業を実施する際に，学会員の立場や責任について，学会員ならびに社会に明示するため，
一定の規範が必要であるとの認識のもとに，本会倫理綱領を踏まえて行動規範を定めるものである．

（透明性，説明責任）
1. 会員は，地質学・地球科学分野の進展とその成果が与える社会的影響を自覚し，公益性の観点から客観的事実を明らかにするよ
う努力すると同時に，事実を社会に周知するよう努力する．
2. 会員は,専門の業務において,その目的・方法・成果等について,要求された場合には明快に説明する責任がある．特に専門家でな
い者には,相手の立場に立つ姿勢で分かりやすく説明する責任がある．

（自立・公益性）
3. 会員は，立案，計画，申請，実施，報告などの過程において，真実に基づき，公正であることを重視し，誠実に行動する．研究・
調査データの記録保存や厳正な取扱いを徹底し，ねつ造，改ざん，盗用などの不正行為をなさず，加担しない．また，科学技術に
関わる問題に対して，特定の権威・組織・利益によらない中立的・客観的な立場から討議し，責任をもって結論を導き，実行する．
4. 会員は，関与する計画と事業が人類社会や環境に及ぼす影響を予測評価する努力を怠らず，公衆の安全，健康，福祉を損なう，
または環境を破壊する可能性がある場合には，中立性，客観性を保ち，自己の良心と信念に従って情報を公開する．

（中立公正）
5. 会員は，人種，性，年齢，地位，所属，思想・宗教などによって個人を差別せず，個人の人権と人格を尊重する．また，個人の
自由を尊重し，公平に対応する．
6. 会員は,専門知識を説明するときは,一方的な価値観を押し付けることのないよう，他者の理解を得るように努める．
7. 会員は，他者と互いの能力の向上に努力し，専門上の批判には謙虚に耳を傾け，不公正な競争を排除する．

（契約に対する誠実性と利益相反）
8. 会員は，雇用者または依頼者それぞれのために，誠実な代理人または受託者として行動する．
9. 会員は，雇用者または依頼者から不適切な便宜供与を受けてはいけない．
10. 事業の結果および研究の成果が他団体または，自らを含む特定の個人に利益をもたらすことが予想される場合には，事前に雇
用者あるいは依頼者の了承を得る．

以上
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日本地質学会名誉会員候補者の募集が
開始されています

募集締切：2021年2月10日（水）
推薦できる人：日本地質学会会長・副会長，理事，専門部会長
名誉会員候補となる人：75歳以上の日本地質学会会員
そのほか候補となる条件：例えば，，，地質学への顕著な貢献／地
質学会の運営と発展への貢献／教育現場や企業などでの活動を通
じた地質学の普及と振興への貢献...など

（注）�上記「推薦できる人」以外の会員は，候補者を直接推薦す
ることはできませんが，「推薦できる人」への情報提供をす
ることができます．

（名誉会員推薦委員会　佐々木和彦）

　新型コロナウィルス感染拡大防止のため，学会事務局は原
則テレワークを実施し，問い合わせ等についてはメールのみ
での対応としています．皆様にはご不便をおかけしますが，
ご理解の程，よろしくお願いいたします．

（参考）新型コロナウィルス感染拡大防止に関する学会の対応
（2021年1月9日付）
http://www.geosociety.jp/news/n160.html
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　会員の皆様，明けましておめでとうございます．後の
時代の教科書に重大な歴史的変換点と確実に記述される
であろう西暦 2020 年が終わりました．2021 年が全世界
にとって，また私たちの日本地質学会にとって，明るい
ものとなることを切に願います．
　先が見えないコロナ禍の混迷の中で，世界中の人々が
改めて日常の営みの重要性について深く意識するように
なりました．そもそも個々の人間にとって生存や健康維
持こそが最も根源的でかつ共通の欲求であることは自明
です．しかし，明日，来週，来月，そして来年の慌ただ
しい予定に追われて，日常生活ではそれを強く意識して
いなかったので，改めて新鮮に感じたのでしょう．
　このタイミングは，私たちにとっても地質学者として
の自覚を再認識する良い機会なのかもしれません．隣接
分野の研究者達から，しばしば「君たち地質学者は相変
わらず泥臭い研究をやってるね．」と揶揄されたことが
あります．反射的に「本来，泥臭いのが地質学なので，
何が悪い．」とむきになって反論してきましたが，コロ
ナ禍の自粛生活の中で，その「泥臭さ」の本来の意味に
気づいた気がします．地球科学の中でも，地質学はフィー
ルドワークを基本とした実体を観察することから始める
学問として発展してきました．野外で露頭を観察し，叩
き割った岩石試料を分析すれば何を示せるのかを考える
瞬間こそが至福の時間であることを，野外調査の経験者
は実感できると思います．一方で，調査中に転んで崖か
ら落ちたりすると，高邁な思索どころではなくなります．
まさに我が身を自然の中に置くことで地質学者は自身の
生存を自覚するという点に，地質学のユニークさがあり
ます．

　20 世紀後半以降，地質学に多様な定量分析手法が導
入されたのは大きな福音で，多様な地質現象についてス
ケール無視で議論することは不可能になりました．しか
し室内実験で得られた分析値の意味について抽象的思考
をするだけではなく，フィールドでの観察事実と照合し
ながら議論する視点・思考が最も重要です．大学院生や
若手研究者会員には，分析値のみが重要なのではなく，
あくまでフィールドという「泥臭い」現実世界の中で考
えることを強く意識してほしいと思います．自然は実に
多様なので，その中からテンプレート的結論ではない独
自の結論が必ず導かれるはずです．思い返せば，地方と
はいえ町育ちの私にとって，最初の地質調査はフィジカ
ルにもメンタルにも大変な苦行でした．しかし，やがて
調査の意味がわかるようになると野外に出るのが面白く
なり，また少しずつ素晴らしい自然景観を味わう余裕も
出てきました．一般の旅行者達には絶対見ることができ
ない絶景に出会うと大いに得をした気分になれるもので
す．是非，実物を体感する地質学の醍醐味を継承してゆ
きたいと願います．
　さて，地質学会では昨秋に初めてショートコースを実
施しました．ショートコースとは，大学で行われている
集中講義に近いもので，ある特定のテーマの最新の話題，
あるいは基礎科目を，選ばれた講師が短期集中的に講義
する企画で，欧米の学会では頻繁に催されています．地
質学会の執行理事会では，元々これを恒例の学術大会の
中の新企画の一つとして準備していましたが，学術大会
自体が延期され，オンライン開催となりました．行事担
当の星理事，澤木・堀内両事務局員，また４名の講演者
の御尽力のおかげで，コロナ禍の中での実施にも関わら
ず予想外の視聴者数を得て，望外の好スタートとなりま
した．これに味をしめて，今後も本企画を継続すること
が執行理事会で決まりました．内容は各専門分野の基礎
や最先端のトピックなどが中心になりますが，それとは
別に「泥臭い」フィールドワークのコツ・楽しみ方や論
文執筆の（文章テクニックではなく）意義や心構えなど
に関する一般的テーマも是非コンテンツに加えたいと考
えています．
　このような「災い転じて，福となす」作戦で，学会活
動のパワーアップを目指したいと思います．力をあわせ
て，ポストコロナ時代の強靭な地質学会2.0を作りましょ
う．年頭にあたり，改めて会員の皆様からの一層のご支
援をお願い申し上げる次第です．

2021 年 1 月

写真：�連合王国「世界で最も有名な不整合」露頭にて；
冬嵐の中，ハトン先生に地質屋精神を鍛えられる
（Nov. 2019@Siccar Point）

一般社団法人日本地質学会
会長　磯﨑行雄

年頭の挨拶
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う１件（招待講演の他にセッションで2件）発表する場
合は負担金がかかります．

４．応募方法
　トピックセッションを応募する会員は，次の項目内容を
日本地質学会行事委員会宛（main@geosociety.jp）にe-mail
でお申し込み下さい．
１）�代表世話人（＝連絡責任者，会員に限る）の氏名（和・
英），所属（和・英），メールアドレス，緊急時の電話
番号

２）�セッションタイトル（和・英）
３）�共同世話人の氏名（和・英），所属（和・英），メール
アドレス

４）�趣旨・概要（400～600字）
５）�招待講演の有無
　　有の場合
　　�5-1）招待講演者の氏名（和・英），所属（和・英），会
員/非会員の別

　　�5-2）招待講演の発表希望時間（15分または30分）
　　�5-3）招待講演者の選定理由（100～200字）
　　�5-4）選定理由の裏付けとなる，セッションテーマに関
連した代表的な論文・著書等

６）�他学協会との共催希望の有無，有の場合は名称
７）�時間（原則半日（３時間）以内ですが，詳細はお問い
合わせください）

８）�地質学雑誌またはIsland Arcへの特集号計画の有無（で
きる限り特集号として出版して下さい）

９）�その他（英語使用等）

５．採択方法
　応募多数の場合や他セッションと内容が重複する場合，
行事委員会は学術的なインパクトや緊急度を考慮して採択
を決定します．採択されたトピックセッションはニュース
誌4月or5月号（4月or5月末発行予定）で公表し，講演募集
を行う予定です．演題登録（講演申込，講演要旨投稿）締
切は7月初旬を予定しています．

６．非会員招待講演者の参加登録費
　非会員招待講演者に限り参加登録費を免除します（ただ
し要旨集は付きません）．

７．世話人が行う作業（7月初旬～中旬）
　代表世話人には，講演要旨校閲，講演順番決定などの作
業を7月中旬までに行っていただきます（詳細は採択後にお
知らせします）．その期間，代表世話人は電子メールで添付
ファイルを送受信できるようにして下さい．野外調査や乗
船等で通信が制限される場合は，共同世話人（代理）にあ
らかじめ作業を依頼し，その旨を行事委員会に必ず報告し
てください．

　ご不明の点があれば行事委員会（main@geosociety.jp）
までお気軽にお問い合わせください．

　128年学術大会を本年9月に開催予定です．開催形態など
まだ未定な部分もありますが，トピックセッションを下記
の要領で募集します．今回も例年同様シンポジウムの一般
募集はありません．シンポジウムは大会実行委員会及び学
会執行部が企画する予定です．

　なお，昨年の名古屋大会で開催ができなかった下記7セッ
ションについては，本年あらためて開催の予定です．
1. �広域観測・微視的実験連携による沈み込み帯地震研究の
新展開（世話人代表：木下正高）

2. �海底地盤変動学のススメ（世話人代表：川村喜一郎）
3. �スロー地震に関する地質学的・実験的・地震学的研究の
連携と進展（世話人代表：氏家恒太郎）

4. �二次改変された過去の弧-海溝系の復元：日本およびその
他の例（世話人代表：磯㟢行雄）

5. �文化地質学（世話人代表：大友幸子）
6. �災害多発時代における学術資料・標本散逸問題―大学・
博物館は何をすべきか−（世話人代表：堀　利栄）

7. �地球年代学が拓く高精度火山噴火史・発達史（世話人代
表：上澤真平）

１．セッション概要
　セッションは例年通り「レギュラーセッション」，「トピ
ックセッション」，「アウトリーチセッション」に区分しま
す．レギュラーセッションはこれまでと同じ25タイトルを
予定しています（レギュラーセッションは行事委員会が決
定します）．

２．トピックセッション募集
　トピックセッションは，広く地質学の領域に属し，これ
から新分野あるいは注目すべき分野になりそうな内容を扱
うものとします．形式はレギュラーセッションと同じです
（口頭発表およびポスター発表：口頭発表は15分間で，進行
も15分刻み）．多くの参加者が見込まれる，魅力あるセッシ
ョンを積極的にご提案ください．締切後，行事委員会が応
募内容を慎重に検討し，採択する予定です．

３．トピックセッション招待講演
　トピックセッションの招待講演には例年と同じルールを
適用します．
１）�招待講演は１セッションにつき最大2名とし，会員，非
会員を問いません．世話人が「自分を招待する」こと
は認めません．

２）�発表時間（質疑応答を含む）は世話人が15分または30
分のいずれかを選択できます．なお，１人の発表者
（招待講演者を含む）が１つのセッションで口頭発表で
きるのは１件です．

３）�招待講演者の選定理由とその裏付けとなる情報（セッ
ションテーマに関連した代表的な論文，著書等）が必
要です．

４）�会員招待講演者が招待講演の他に非招待の発表を１件
申し込む場合，発表負担金はかかりません．さらにも

トピックセッション募集　締切：2021年3月10日（水）

日本地質学会行事委員会

2021年学術大会
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日本地質学会会員・支部長・専門部会長　各位

新型コロナウィルス感染拡大防止に関する学会の対応

2021年1月9日
一般社団法人日本地質学会

会長　磯﨑　行雄

　首都圏における新型コロナウィルス感染症の急速な感染拡大に伴い，令和3年1月7 日（木）に，首都圏の1都3県に「緊急
事態宣言」が発出されました．今後，他の自治体においても「緊急事態宣言」やそれに準じた宣言等が発出される模様で
す．
　この状況を鑑みて，緊急事態宣言が発出されている地域、または自治体からそれに準ずる宣言等が出されている地域で
は，対面形式の学会主催の行事・イベントは屋内外を問わず中止または延期，あるいはオンライン開催への変更のご検討
をお願いいたします．それ以外の地域においても，当面はなるべく対面形式での開催を避け，オンラインでの開催をお願
いいたします．

　なお、学会事務局は原則テレワークを実施し，問い合わせ等についてはメールのみでの対応としています．また各委員
会等の会議についても，原則としてWeb会議で行います。各支部・専門部会の会議等においても状況に応じた対応をお願
いします．皆様にはご不便をおかけしますが，ご理解のほど，よろしくお願いいたします．

　なお今後については，社会状況を注視しつつ慎重に判断していく予定です．適宜，ホームページ，geo-Flash等でご連絡
してまいります．あわせてよろしくお願いいたします．

（事務局連絡メールアドレス）
　庶務一般：main@geosociety.jp
　広報・編集：journal@geosociety.jp

「日本の地質学 100 年」
日本地質学会 100 周年記念誌　再販のお知らせ

お求めは，ジオストア（クレジット決済可）もしくは，
学会事務局まで．

お知らせ

論集58号は，これまで売り切れと
なっていましたが，このたび在庫が確
認されましたので，販売を再開致しま
した。

地質学論集 第58号
「地震イベント堆積物－深海底から陸
上までのコネクション－」
藤原　治ほか編　169頁　2004年12月
刊行　会員頒価2,900円，送料350円

購入希望の方は，学会事務局までお申込下さい。
FAX 03-5823-1156 E-mail: main@geosociety.jp
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本会以外の学会およ
び研究会・委員会か
らのご案内を掲載し
ます．

ご案内

令和２年度海洋プラスチック
ごみ学術シンポジウム

開催趣旨：近年，海洋プラスチックごみによ
る環境汚染により，生態系，生活環境，漁
業，観光等への悪影響が懸念されています．
そのため，重要かつ喫緊の課題として，国連
をはじめとする様々な国際会議においてその
対応について議論されています．効果的な対

策・施策を立案するためには，海洋プラスチ
ックごみの量・分布の実態把握，発生源の特
定，生物への影響評価などの科学的知見が必
要ですが，十分に整理・蓄積されているとは
言えません．現在，世界中の多くの研究者が
この問題の解決に向けて様々な調査や研究に
取り組み始めていますが，海洋プラスチック
ごみに関する科学的な研究分野は多分野に横
断的であることから，その広がりは十分とは
言えません．今後，これまで以上にスピード
感を持って研究の進展を進めるためには，新
たな研究者の参入を含めた研究体制の一層の
強化が必要です．そのため，海洋プラスチッ
クごみに関する科学的知見の現状を，国内の
学術界を中心に広く発信・共有することによ
って，我が国の学術界における海洋プラスチ
ックごみに関する研究の裾野を広げるととも
に，更なる研究の推進を図ることを目的とし
て，シンポジウムを開催します．

日 時：令和３年３月３日（水） 9:30～17:30
　　　（予定）
場 所：オンライン開催
主 催：環境省
参加費：無料
定員：500 名
参加登録：下記専用フォーム又は事務局宛に
メ ー ル（marine.m-plastics@airies.or.jp） に て
御登録ください．御登録に当たっては，氏名，
所属，メールアドレスの御記入をお願いしま
す．https://forms.gle/dhDTYLC3oXdxvMSD8
参加登録締切：令和３年３月２日（火）17:00　
※定員に達し次第，締め切らせていただきます．

【事前登録についてお問合せ先】
シンポジウム事務局 一般社団法人国際環境
研究協会 小池
Email marine.m-plastics@airies.or.jp
Tel 03-5812-2105
https://www.env.go.jp/press/108945.html

C A L E N DAR
2021.2～

　地球科学分野に関する研究会，学会，国際
会議，などの開催日，会合名，開催学会，開
催場所をご案内致します．会員の皆様の情報
をお待ちしています．
★印は学会主催，（共）共催，（後）後援，

（協）協賛．

2021年
■2月　February
国際シンポジウム：持続可能な未来
を拓く～コロナ時代における自然と
人間との共生～（オンライン）
主催：国際花と緑の博覧会記念協会、地球環
境戦略研究機関（IGES）
2月3日（水）15:00 〜 16:00（日本時間）
要事前申し込み
https://www.expo-cosmos.or.jp/main/
cosmos/symposium/20210203/index.html

第33回GSJシンポジウム　地圏資源
環境研究部門研究成果報告会（オン
ライン）

「地圏に関わる社会課題の解決に向けて」
2月5日（金）13:00 〜 16:10
方法：Microsoft Teamsライブイベント
参加費無料
https://unit.aist.go.jp/georesenv/index.html

■3月　March
令和２年度海洋プラスチックごみ学
術シンポジウム（オンライン）
3月3日（水） 9:30 〜 17:30（予定）
主催：環境省
参加費：無料，定員：500名

参加登録締締切：３月２日（火）17:00
講演者公募締切:1月29日（金）正午
https://www.env.go.jp/press/108945.html

地区防災計画学会第7回大会
「ポストコロナ時代のコミュニティ防
災」（オンライン）
3月6日（土）9：30～17：30（予定）
対象：地域防災力の強化や地区防災計画づく
りに興味のある方
参加費無料
https://gakkai.chiku-bousai.jp/ev210306.html

★JABEEオンラインシンポジウム
自然災害列島における地質技術者の
育成－大学統合期における地質学教
育ー（2020名古屋代替企画）
3月7日（日）14:00～16:40（予定）
配信方法：ZoomにYou Tubeを連動させる
オンライン方式
参加費無料．Zoom参加者は事前登録制
http : //www.geosoc i e ty . j p/sc i ence/
content0127.html

第55回日本水環境学会年会（オンラ
イン）
3月10日（水）～12日（金）
http://www.jswe.or.jp/event/lectures/ 
2020per.html

■5月　May
日本地球惑星科学連合2021年大会
開催方式：ハイブリッド開催（オンライン開
催＋現地開催）
現地会場：パシフィコ横浜ノース
5月30日（日）〜 6月1日（火）/現地開催（主
としてポスター発表）
6月3日（木）〜 6月6日（日）/オンライン開
催（口頭，ポスター）

http://www.jpgu.org/meeting_j2021/

■7月　July
（後）第58回アイソトープ・放射線研
究発表会（オンライン）
7月7日（水）～9日（金）
演題登録期間：2021年1月12日～3月8日
https ://conf i t . a t las . jp/guide/event/
jrias2021/top

（後）科学教育研究協議会 第68回全
国研究大会・福島大会
7月31日（土） ～8月2日（月）
会場：伊達市立霊山中学校（福島県伊達市霊
山町）
大会テーマ 自然科学をすべての国民のもの
に
※新型コロナウイルスの感染状況により，
Web大会に変更する場合があります．
https://kakyokyo.org/

■9月　September
国 際 ゴ ン ド ワ ナ 研 究 連 合（IAGR）
2021年大会及び第18回ゴンドワナか
らアジア国際シンポジウム
9月17日（金）〜 19日（日）（会議）
9月20日（月）〜 21日（火）（野外巡検）
会場：中国青島
ファーストサーキュラー :
www.gondwanainst.org/symposium/2021/
IAGR2021Invitation.htm

注意：新型コロナウィルス感染拡大の影響
により，行事中止の可能性もあります．実
際の行事開催の有無については事前に各主
催者，問い合わせ先にご確認ください．
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会員の声

地質学への橋渡しをした地
球物理学者，瀬野徹三氏の
逝去を悼む

　地球物理学者の東
大名誉教授，瀬野徹
三氏が，2020年12月
19日，京都市内の病
院で亡くなられた．
70歳だった．世界的
な研究者のあまりに
も早い死に，悲嘆を
禁じ得ない．瀬野氏
は， 舞 鶴 市 に 生 ま

れ，東大理学部数学科から物理学科地球物理
学課程へ転科し，同大学院では，竹内均教授
のもとで学位を取得し，建築研究所（つくば
市）の研究員を経て，地震研究所の助教授，
教授となり，2015年に退職するまで，主とし
てプレート収束境界の地球物理学的研究を続
けた．退職後も舞鶴にあって，多くの論文を
書き続けた．氏の興味はサイズモテクトニク
スとその先の地震予知にあり，プレート境界
の変形をつり合いをもとにして，力学的に解
析することであった．氏は地球物理学出身で
あるが，野外地質学にも絶大な関心を示し，
地球物理学を支える基礎情報を提供するもの
として意義づけをした．1970年ころから本格
化したプレートテクトニクスの発展期間を，
リーダーとして駆け抜けた50年間の研究生活
であった． 
　氏の研究の特徴は，自然現象をデータと原
理に基づいて理論的に解析することであっ
た．手法は数学的，物理的ではあるが，プレ
ート収束境界での地球物理現象の多くは地質
的なものであるので，自身の学問には，地質
学への理解が欠かせない，と思ったようで，
積極的に地質巡検や海洋調査に参加した．そ
こでは，地質現象そのものに関する観察や洞
察に優れていた．それは1981年から研究員と
して訪れていた，スタンフォード大学で培わ

れたものと思われる．そこには中村一明氏，
丸山茂徳氏，川勝均氏らが滞在あるいは訪問
しており， David Engebretson氏のプレート
絶対運動に基づく相対運動の萌芽的研究に刺
激を受けた日本人研究者が集ることが多かっ
た．中村一明氏らの案内によるサンアンドレ
アス断層への巡検で，瀬野氏は多くの示唆を
受けたようで，その後，地質現象の理解を基
礎として，それを力学的に考察することを研
究の基本とし，さらに地質時代のテクトニク
スの解明に応用した．丸山茂徳氏と共著のフ
ィリピン海プレートのテクトニクス(Seno 
and Maruyama, 1984, Tectonophysics)は，
広く地質学者にも大きな影響を与えた．
　帰国後，論文を書く傍ら，つくばを中心と
して，FORESTという研究会を主宰し，若
手研究者との自由な議論を，「月刊地球」誌
の何冊もの特集号として整理した．氏の研究
の中で，地質学者も関心があるテクトニクス
の論文の多くは，仮説検証型，比較消去法と
いう帰納的なものであったが，その基礎に
は，彼の得意な，プレート収束に際しての，
力のつり合いと，地震時のスリップベクター
の理論的，解析的な演繹手法があった．最初
のデータの質と量とその評価が十分でない
と，その後の演繹に意味をなさない．このこ
とは，彼の研究の基礎にある，データの信頼
度と原理の適用という精緻な議論が教えてく
れる．
　 瀬 野 氏 は，1984年 か ら 始 ま っ た 日 仏
KAIKO計画に参加し，Phase1では，ジャン
シャルコー号でのLeg 2（駿河トロフ，相模
トロフ，房総三重点；日本側のチーフは中村
一明氏）でのスウォス・マッピングとシング
ルチャネル・サイズミック・プロファイリン
グのウォッチ（毎30分ごとの装置と画像のチ
ェック）のシフトをこなした．議論には，精
緻なデータの取得がまず最初の難関であると
知ったことであろう．KAIKO計画の特集号
の 論 文 で は（Seno et al . ,  1989 , 
Tectonophysics），房総沖三重点のテクトニ
クス（蛇紋岩ではなく，泥の下方への集積で
あると結論）を論じた．その後も，沈み込み
帯の力学的検討を続け，発震機構の解明をも
とに日本列島とその周辺を主たる舞台とし

て，広域応力場のテクトニックな意義を議論
した．それらの成果は，教科書（「プレート
テクトニクスの基礎（正・続）」（朝倉書店）
にまとめられている．
　氏は，その後も，地球での各地域のプレー
ト収束域でのテクトニクスに関して多くの論
文を発表し続け，この分野では世界的な業績
である．また，1999年の台湾集集地震では，
現地への調査にも参加し，発震機構のテクト
ニックな意義づけを行った．氏の研究の地質
分野の者への影響は多岐に渡るが，特に，プ
レート境界でのスリップベクターと地震発生
における間隙水圧の意義づけ，蛇紋岩の存在
と地震との関係，関東地方の複雑な地震発震
機構とそれらの間のテクトニックな関連に関
する研究が重要であろう．また，退職間近か
には，南海トロフでの巨大地震の歴史データ
を詳細に検討し，宝永型（連動超巨大地震）
と，安政型（個別大地震）とを区別し，両者
のそれぞれの再来周期を割り出した（瀬野，
2012, 地震第2輯）．この研究は，従来の単純
な固有地震の周期論に，具体的な検討を迫る
ものとして一石を投じ，2012年の地震学会の
論文賞を受賞した．
　瀬野氏は，数年前から闘病生活を送ってい
たが，その間にも並外れた意志のもとで，数
編の論文を執筆・発表し続けた．氏は，哲学
論争も得意で，そのストイックな生活と相ま
って，人間の本来の存在意義と自らの使命を
悟っていたようだ．一方で，周辺の研究者
を，自らの意見と異なっていても，ともに議
論するという謙虚で包容力のある研究者，教
育者でもあった．氏は，ほとんどの論文を単
名で，あるいは指導した学生との共著で発表
したが，実際に周囲には多くの私淑する研究
者が集い，氏のかかわったプロジェクトは多
岐に渡った．
　我々は，この偉大な研究者のあまりにも早
い逝去，つまり氏の能力の高さの発揮が突然
絶たれたという現実を受け入れることを拒否
する．

（正会員　小川勇二郎）

写真　在りし日の瀬野徹三氏．2018年3月．
ご家族提供．

書評・献本
　下記の献本をいただいています．書評執筆の労をお取りいただける方は，ニュース誌編集委員会までお知らせ下さい．（メー
ル：journal@geosociety.jp）

『美しすぎる地学辞典』渡邉克晃著，秀和システム　2020年12月発行，1,800円（税別），214ページ，ISBN 978-4-7980-6388-1.

『もしも，地球からアレがなくなったら？』渡邉克晃著，文友舎　2021年2月発行，1,300円（税別，159ページ，ISBN 978-4-
86703-804-8.
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2022年度地震火山地質こどもサマースクール開催地候補募集（再掲）

地震火山地質こどもサマースクールは，1999年夏から小・中・高校生を対象にはじまった行事で，現在，日本地震学会，
日本火山学会，日本地質学会が共同で実施する，地球科学関連では最大規模の体験学習講座です．

　このサマースクールでは，参加者のこどもたちが，第一線の研究者と一緒に地元の見慣れた景観の中に隠された地球の活動を探
し，大地や風景のなりたちを考えます．野外観察，身近な材料を使った実験，研究者との対話を通じて，その土地の誕生から現在
までの歴史や，そこに成立した地域社会との関係について楽しく学びます．また，開催地で見られる地震活動や火山噴火，地質現
象などの証拠に触れることで自然災害に対する理解も深めます．プログラムの最後には，子どもたちが研究者と一緒に行った調査
の結果について発表を一般市民向けに行います．各学会からの講師の交通費・謝金を開催地が負担する必要はありません．
　なお，2021年度の第22回地震火山地質こどもサマースクールは，2021年8月17日(火）・18日(水)に群馬県嬬恋村・長野原町等で開
催予定です．スタッフとして2名前後，準備段階からご参加いただくことを歓迎いたします．

応募資格
1. �地震火山地質こどもサマースクールの主旨に賛同し，現地事務局を設置できる団体．なお応募が採択されたのち，三学会（地震・

火山・地質学会）のスタッフと現地事務局で実行委員会を結成し，この実行委員会がサマースクールを実施します．
2. 現地学校の夏休み期間中に1泊2日又は2日日程の通い形式の日程（土日が望ましい）でサマースクールを実施できること．
3. 1泊2日の場合に，こどもとスタッフの宿泊に供することができる宿泊施設を確保可能なことが望ましい．

【募集期間】2021年1月12日（火）～2月10日（水）
【申込方法】必須事項を専用の用紙（HPからダウンロード）に記入の上，地震学会事務局にメールまたは郵送にてお申し込みくだ
さい．https://kodomoss.jp/applications/

【選考結果の通知】：2021年3月末頃に，郵送およびメールにて採用か不採用かを連絡します．
本件に関する連絡先
公益社団法人日本地震学会 事務局（担当：普及行事委員会）
〒113-0033 東京都文京区本郷6-26-12 東京RSビル8F
E-mail：zisin@tokyo.email.ne.jp　
TEL：03-5803-9570　FAX：03-5803-9577

第11回惑星地球フォトコンテスト：ジオ鉄賞
「滝上を走る列車」

写真：細谷正夫（茨城県）

撮影場所：栃木県那須烏山市滝，龍門の滝，JR烏山線（滝-烏山間）

撮影者より：新第三紀の地層を削る龍門の滝の上を走るJR烏山線の列車

ジオ鉄委員会講評／解説：栃木県高根沢町と那須烏山市を結ぶJR烏山線（愛称「からせん」）．その名も滝駅の近くに「龍
門の滝」はあります．那珂川支流の江川にかかる高さ12ｍの滝で，写真は凝灰岩と凝灰角礫岩の互層からなる急崖露頭の陰
影を効果的に写り込ませ，列車との高度差をうまく捉えています．駆け抜ける列車は2両編成の蓄電池駆動電車「ACCUM

（アキュム）」です．烏山線は那珂川流域の大地を学ぶ「那須烏山ジオパーク構想」エリアにあり，沿線の見どころが豊富な
路線．地図を片手に「からせん」のジオポイント探索に出掛けたくなりました．（深田研ジオ鉄普及委員会 藤田勝代）

参考：
吉田美佳・池田　宏，1999，栃木県烏山町，龍門の滝の成因について，筑波大学水理実験センター報告，no.24，73-79.
​那須烏山ジオパーク構想　http://nasukara-geo.jp/index.html

表紙紹介
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支部コーナー

☆関東支部

お知らせ

オンライン講演会
－おうちで学ぶ恐竜研究の最前線－

実施報告
　関東支部では年に一度，会場を借りてシンポジウムを開催し
てきたが，今年は新型コロナウイルス感染症対策のため，支部
として初めてオンラインでの講演会を企画し，12月12日（土）
13時から15時にかけて実施した．運営の都合上，定員75名で先
着順の事前申込み制としたが，申込み期限前に定員に達し，例
年のシンポジウムと同等規模で開催することができた．また，
参加者は小学生からベテラン専門家まで多様であった．
　新型コロナウイルスの影響で暗くなりがちな状況のなか，テ
ーマとして夢のある「恐竜」を取り上げることとした．恐竜は
地質学の中でも最も人気のある題材と思われるが，古生物学寄
りであることや，関東からの化石産出が限られることなどから，
支部としてこれまで扱ってこなかった経緯がある．しかし，関
東でも恐竜を展示している博物館は多く，研究内容も新たな広
がりを見せており，その一端を紹介するような企画とした．
　今回は，群馬県立自然史博物館学芸員の髙桒祐司氏と，筑波
大学助教の田中康平氏に，古生物の専門ではない一般向けに恐
竜研究の最前線を講演して頂いた．髙桒氏からは近年，関東を
含め国内各地から新たな恐竜化石発見が相次いでいることを具
体的な発掘調査事例を含めて紹介があり，また，CTスキャン
や骨格モデルを用いた最新の研究手法についても触れて頂い
た．田中氏からはカナダのアルバータ州の化石産地の様子や，
恐竜の卵殻化石から恐竜の営巣や当時の環境を推定する研究を
紹介して頂いた．
　講演に関する質問は随時チャットで受け付け，司会を介して
講演者に問いかける形式とした．両講演とも非常に多くの質問
を頂き，それらに答えていく中で話が盛り上がり，参加者と講
演者とのコミュニケーションが深められたように思われる．講
演して頂いた髙桒氏，田中氏をはじめ参加，関与して頂いた皆
様に御礼申し上げる．

関東支部幹事：澤田大毅（地球科学総合研究所）

「オンライン講演会－おうちで学ぶ恐竜研究の
最前線－」アンケート集計結果

アンケート依頼数：78名　　回答数：49名　　回答率：62.8％

問1　地質学会会員ですか？
会員：24名
非会員：25名

問2　年代を教えてください．
高校生以下：5名
大学生～20代：11名
30代～40代：17名
50代～60代：15名
70代以上：1名

問3　今回の講演会の内容はいかがでしたか？ 5段階で評価し
てください．（1:いまいち～5:とても良い）

問4　オンライン講演会という初めての試みでしたが，申込か
ら当日の進行までの運営方法はいかがでしたか？ 5段階で評価
してください．（1:いまいち～5:とても良い）

問5　良かったと思う点をご自由にご記入ください．（回答詳細
は省略）
講演内容に関して，お二人の講演がとても興味深く面白かった
という意見が多数．
運営方法に関して，画面が見やすい，自宅から気軽に参加でき
るなど，オンラインならではの良さを指摘する意見が多数あり．

問6　いまいちだった点をご自由にご記入ください．（回答詳細
は省略）
質疑応答の時間が短い，質疑応答の時は適に画面共有を外して
先生の顔が見えるようにしてほしい，あらかじめ対象年齢層
（特に下限）を示してほしいなどの意見があった．

問7　今後の日本地質学会関東支部に期待する講演会やシンポ
ジウムのテーマをご記入ください．（回答詳細は省略）
地質学に関係する様々なジャンルのテーマが挙げられていた．

問8　日本地質学会関東支部に対するご意見ご要望などがあり
ましたらご自由にご記入ください．（回答詳細は省略）
引き続きこのような活動をしていただけると嬉しいとの回答が
複数あり．

行事中止のお知らせ（関東支部）
関東支部主催，アウトリーチ巡検「川の防災と川が作っ
た地形を巡る：首都圏外郭放水路見学と春日部周辺，中
川低地の地形観察」は、コロナウィル感染拡大防止のた
め中止となりました．

お知らせ（四国支部）
2020年12月に開催された四国支部講演会（名古屋大会代
替企画）の講演要旨PDFを学会HPで公開中です．
http://www.geosociety.jp/outline/content0212.html
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名誉会員　鈴木堯士先生を偲んで

　本学会名誉会員の鈴木堯
たか

士
し

先生は，去る2020年6月1日にご逝
去されました．享年86歳でした．多方面に多くの知己をお持ち
になっていた鈴木先生ですが，不肖の教え子から恩師を偲んで
先生の業績と回顧を記させて頂きます．
　先生は1933年（昭和8年），故鈴木正利教授（鉱物学，広島大
学名誉教授）のご長男として広島市にお生まれになりました．
鈴木家は，次弟鈴木盛久さんも広島大学大学院教育学研究科教
授（地質学，広島大学名誉教授）としてご活躍された地質一家
でした．また母方の祖父も日立鉱山所長を務められ，こうした
環境より先生が地質学の道に進まれるきっかけになったと伺っ
ています． 
　先生は1961年（昭和36）年に広島大学大学院理学研究科博士
課程を修了され，同年高知大学文理学部助手として採用されま
した．広島大学では小島丈兒先生の薫陶を受けられ，三波川帯
の構造岩石学，特に清水構造帯の石英ファブリックおよび三波
川南縁帯の石灰石片岩の方解石ファブリック解析を極められ，
1962年広島大学から学位を授与されました．1966年から1年半
フンボルト財団奨励研究生として西ドイツ・ダルムシュタット
工科大学パウリッチ教授の元へ留学され，新しいX線結晶学的
手法（テクスチュアー・ゴニオメーター）を用いた変成鉱物の
ファブリックの研究をされました．
　その後，構造岩石学のご研究とともに，当時小島先生が「ぬ
え的」（正体不明）と称されていた三波川変成帯のなかで位置
づけの良く分からなかった御荷鉾帯のご研究を始められ，1970
年代はじめには鈴木先生と徳島大学岩崎正夫先生によるオフィ
オライトとしての御荷鉾緑色岩類の研究が嚆矢となり，我が国
他のオフィオライト研究が発展して行ったと思われます．御荷
鉾緑色岩類への思いは，ご長女に御荷鉾帯に因んだお名前を付
けられたことからも伺えます．長年の御荷鉾緑色岩類の研究を
ベースに，1970年頃まで時代未詳中生層とされていた四万十帯
の枕状溶岩に注目され，それらがチャートとともに剪断された
泥質岩に伴っていることから，これがメランジュであることを
明らかにされ，更に付加体概念へと繋がって行きました．当時
高知大学に在籍されていた波田先生や平先生ともども高知県芸
西村をはじめとする砂岩・泥岩中の玄武岩，石灰岩，チャート，
赤色頁岩のご研究から，我が国の付加体地質学の発展に大きな
功績を残されました．
　海外の最先端研究者との精力的な交流にも力を注がれまし
た．1973年のIUGG（モスクワ開催）および1975年のIGCP（テ
ヘラン開催）のオフィオライトシンポジウムで招待講演をなさ
れ，シンポジウムおよび巡検で得られた新たな知見を四国のフ
ィールドで実証して行かれました．1981年にはニューヨーク州
立大学のDewey教授を高知大学に招聘され，海外の最先端研究

動向把握とともに付加体としての四万十帯の海外への発信にも
努められました．また西南日本外帯と類似の構造発達史をもつ
ニュージーランド南島まで研究の場を広げられ，1986年から3
か年間，世界の変成岩研究第一人者であるオタゴ大学の
Coombs教授らと共同研究を行い，1988年にはCoombs教授を高
知大学に招聘されました．その後も1987年から中国南京大学地
球科学教室との交流を始められ，1990年には同教室と姉妹教室
協定を結ばれ高知大学地質学教室の発展に貢献されました．
　先生の岩石学にとってフィールドに恵まれた高知でしたが，
分析機器の不備な地方大学の宿命で，岩石・鉱物化学的研究は
金沢大学・京都大学坂野先生，名古屋大学杉崎先生，田中先生
や東北大学の大貫先生，吉田先生らとの共同研究で成果を上げ
られました．
　現役時代は理学部長を務められたほか，国鉄土讃線防災対策
委員会委員，金属鉱物探鉱促進事業団（現JOGMEC）大久喜
地域広域調査検討会班長，中国四国地方鉱山保安協議会委員，
四国地方鉱業協議会委員，中小鉱山合理化指導委員等の外部専
門委員を務められました．
　1997年高知大学定年退官後は地元高知の地球科学の普及活動
に尽力されました．2002年3月まで高知職業能力開発短期大学
校校長を務められた後，高知県文化財保護審議会会長，高知県
文化財保存活用大綱策定委員会副委員長を務められ，「小鶴津
の興津メランジュおよびシュードタキライト」，「五色浜の横波
メランジュ」の国の天然記念物指定に，また「芸西村西分漁港
周辺のメランジュ」，「本山町汗見川の枕状溶岩」，「奥工石山の
紅簾石珪質片岩大露頭部」の高知県天然記念物指定に奔走され
ました．いずれも現地の解説文には先生のお名前が刻まれてお
り，先生のご功績を伺い知ることができます．また「高知市民
の大学」運営委員長としてあるいは講師として，お亡くなりに
なる直前まで，地球温暖化やエネルギー政策まで地球科学に関
連する身近な課題の啓蒙・普及活動にご尽力されました． 
　退官後は1年に1冊執筆するとおっしゃっていましたが，その長
けた文筆力で1998年の「四国はどのようにしてできたかー地質学
的・地球物理学的考察―」(第18回寺田寅彦記念賞受賞)を皮切り
に，2012年の「最新・高知の地質 大地が動く物語」(第23回高知
出版学術賞受賞)まで編著書あわせて9冊の科学書を上梓されまし
た．なかでも「寺田寅彦の地球観―忘れてはならない科学者―」
(第23回寺田寅彦記念賞受賞)には先生の寺田寅彦への傾倒振りが
綴られています．こうした先生の啓蒙活動は，地球科学とは無縁
であった地元市民に多くの感銘を与え，そのご縁で地元乳業会社
社長（高知ブラタモリ会会長）がブラタモリ「高知の町はなぜ龍
馬を生んだ？」にも出演されることになりました． 
　教育者としても秀でた先生でした．地向斜論からプレートテ
クトニクス論への転換期，いち早く最新の研究成果を取入れら
れた講義は有名で，大講義室での講義は教室外まで立ったまま
の受講生で溢れていたことが今でも語り草となっています．学
生指導も大変熱心で多い時には5人もの卒論生を抱えていまし
たが，必ずそれぞれのフィールドに出向いて指導されていまし
た．「現地を観察して考えろ，見ずして語るな」という明確な
教育方針で学生を育て，多くの卒業生を地質業界，教育界に送
り出しています．大学，フィールドもしかりですが，先生のご
自宅もまた重要な教育の場で，奥様には大変ご迷惑をお掛けし
ましたが頻繁に多くの学生が集い，地質学のみならず社会経済
に至る幅広い分野の激論を交わし巣立っていきました．私もそ
の一人で研究者ではありませんが，卒業後も年数回郷里の高知
に帰省する度に必ず先生の研究室，時にはご自宅にお邪魔させ
て頂き，プレートテクトニクス揺籃期のメランジュ，そして付
加体への超スピードの展開等，最新の研究話題を心躍る思いで
拝聴したことが懐かしく思い出されます．
　昨今科学は日進月歩で昨日の成果は明日には書き換えられる
時代で，先生の研究成果も塗替えられて来ました．それは研究
者の本望とするところであろうと思います．しかしながら，基
層となる自然科学に対する姿勢は変わることがないはずです．
先生が寺田寅彦の広範かつ深淵な科学の見識と地球観に感銘
し，常に寅彦を意識して研究に邁進された様に，我々も鈴木先
生の未知の科学に真摯に取組んだ姿勢を継承し，新たな科学研
究の発展そして実生活への応用に貢献することこそ，先生のご
厚恩に対するお応えだと思います．最後に改めて先生の御霊の
ご平安をお祈りいたします．

（中山　健）

追　悼
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　一般社団法人日本地質学会運営規則により，次年分の会費を前納下さいますようお願いいたします．2021 年４月〜 2022 年３月の会費額は
下記の通りです．

１．自動引落を登録されている方の 引き落とし日は 12 月 23 日（水）でした．
　2021 年度分会費の引き落とし日は昨年の 12 月 23 日でした．請求書ならびに引き落とし通知の発行は省略させていただきますのでご了承下
さい．これより以前に不足額がある場合には加算され，余剰金がある場合はその分を減額して引き落としとなります．通帳には金額とともに「チ
シツカイヒ」あるいは「フリカエ」，「SMBC」などと表示されますので，必ずご確認下さい．

２．自動引き落としをご利用下さい．
　請求書に同封の書式にてぜひ自動引き落としのお申込をお願いいたします（2021 年 6 月にも引き落とし手続きを行う予定です）．自
動引き落としによる払込をより多くの会員に積極的に採用して頂きたく，ご協力をお願いいたします．自動引き落としを希望する方は，
「自動払込利用申込書」（本誌巻末掲載）をお送り下さい．

３．上記以外の方（お振り込み）
　昨年 12 月中旬に請求書兼郵便振替用紙を発送しました．折り返しご送金くださいますようお願いいたします．

一般社団法人日本地質学会　運営財政部会

2021 年度の会費払込について

	 会員資格	 2021 年 4 月〜 2022 年 3 月分会費

※学部に在籍している学生の方，定収のない大学院生（研究生）の方で，それぞれ所定の書式で申請をされた方にのみ割引会
費を適用します．なお，2020 年度までの学部学生割引・院生割引会費についての申請は終了しておりますので，2021 年度会費
にのみ適用となります．

　正会員	 12,000 円
　　〃　（院生割引）※　要申請	 8,000 円
　　〃　（学部学生割引）※　要申請	 5,000 円

一般社団法人日本地質学会運営規則
第２章　第７条（会　費）
　学会は会費の年額（４月１日〜翌年３月末日）を次のように定め，
会員は当該年度の初日までにこれを支払うこととする．入会の際には
当該年度の年額を支払うこととする．
　（1�）正会員：12,000 円
 　　�ただし，大学学部ならびに大学院に在籍するものは，毎年度ご

とに所定の申請書を提出した場合，それぞれ学部学生割引と院
生割引を適用し，年会費を 5,000 円ならびに 8,000 円とする．こ
れらに準じる身分の学生についても同様の扱いとする．

　（2�）賛助会員：１口 25,000 円，２口以上
 　　�ただし，諸般の事情により理事会が認める場合は，１口とする

ことができる．
２　�会費の変更は，理事会の議決により，総会の承認を得なければな

らない．
３　�会員は，上記に定める会費を当該会計年度の前に一括納入しなけ
ればならない．ただし，やむを得ぬ理由により理事会が認める場
合は，分納もしくは減免することができる．

４　会費を滞納した会員については次の処置をとる．
　（1）滞納期間が６ヶ月以上となった場合には，地質学雑誌等の会誌

の送付を停止する．
　（2）滞納会費が納入された場合には，送付を停止した地質学雑誌等

の会誌の送付を再開する．ただし，会誌の在庫の関係で送付が
できないことがある．

　（3）地質学雑誌への投稿，講演会での講演を制限することがある．
　（4）会費支払いの督促を受けつつ，正当な理由なく，かつ，退会届

を提出せぬままに会費を滞納した会員は，滞納４年度目をもっ
て，理事会の議決により会員の資格を喪失させ除籍とする．

災害に関連した会費の特別措置のお知らせ

　日本地質学会では，災害救助法適用地域で被災された会員の方々のご窮状をふまえ，申請により会費を免除いたします．「日本
地質学会に届出の住居または勤務地が災害救助法適用地域に該当する会員のうち，希望する方」は2021年度会費を免除いたしま
す．
　適用を希望される会員は，1. 会員氏名，2. 被災地，3. 被災状況（簡潔に）を添えて学会事務局にお申し出下さい（郵送，FAX，
e-mail、電話のいずれでも可）．

申請締切：2021年3月1日（月）
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学部学生・院生（研究生）の方へ「割引会費申請」について

2021年度（2021．4～2022．3）学部学生割引・院生割引会費の受付中

　一般社団法人日本地質学会運営規則により，学部学生・院生（研究生）については，本人の申請
によりそれぞれ割引会費が適用されます．該当される会員は下記の書式にて申請書を提出してくだ
さい（郵送に限る）．

★注意★
　 毎年更新となりますので，次年度会費について該当する方は，必ず申請してください．
　 2021年度から社会人になるかたは，割引会費の申請はできません．

送付先：〒101-0032　東京都千代田区岩本町2－8－15　井桁ビル6階
一般社団法人日本地質学会

2021年度一般社団法人日本地質学会
学部学生割引・院生割引会費申請書

一般社団法人日本地質学会　御中
　　　　私は，運営規則第2章第7条第1項（1）に基づき，2021年度会費の

学部学生割引　　・　　院生割引　　（いずれかに○）

を申請いたします． 

申請日　　　年　　月　　日　

会員番号：

会員氏名：

現在の所属・学年：　

大学 学部  　　　　       学科 年在学中

大学大学院 研究科
専攻

前期 ・ 後期
年在学中

2021年４月からの所属：（現在の所属と同じ場合には「同上」でも可）

大学・大学院名 学部学科・研究科専攻名

上記，本学の学生につき，学部生・定収のない院生（研究生）であることを証明いたします．

指導教員（等）
　　所属：
　　氏名：� 印  　

最終締切

2021年3月31日（水）
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SMBCファイナンスサービス株式会社

一般社団法人 日本地質学会 会 費 等

1 8 4 7 6 0 0 0 0 0 0 0 0

☎03-5444-1533　〒108-6350　東京都港区三田3－5－27

（不備返却先）
　SMBCファイナンスサービス㈱決済ビジネス事務部

（金融機関へのお願い）

－預金口座振替規定－　※ゆうちょ銀行払いは除く。

ゆうちょ銀行をご指定の場合は自動払込み規定が適用されます。

法人の場合は、ゆうちょ銀行へお届けの社名、代表者　役名、氏名を省略せずご記入ください。

ゆ
う
ち
ょ
銀
行

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
以
外
の
銀
行

ゆうちょ銀行
お 届 け 印

捨印
ゆうちょ銀行を除く

ゆうちょ銀行以外の銀行またはゆうちょ銀行のどちらか一方に記入して下さい。

（金融機関用）

SMBCファイナンスサービス株式会社

取
扱

店 日

附
印

令和　　年　　月　　日
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一般社団法人日本地質学会
The Geological Society of Japan

理  事

監  事　

会長（代表理事）

副会長

常務理事
副常務理事
執行理事

理　事

磯﨑行雄（東京大学）

佐々木 和彦（応用地質（株））
平田大二（神奈川県立生命の星・地球博）
　
中澤　努（産業技術総合研究所）
岡田　誠（茨城大学）
ウォリス サイモン（東京大学）
緒方信一（中央開発（株））
大藤　茂（富山大学）
狩野彰宏（東京大学）
亀高正男（（株）ダイヤコンサルタント）
小宮　剛（東京大学）
坂口有人（山口大学）
高嶋礼詩（東北大学）
辻森　樹（東北大学）
星　博幸（愛知教育大）
松田達生（工学気象研究所）
矢部　淳（国立科学博）

上松佐知子 （筑波大学）
芦　寿一郎 （東京大学）
天野一男 （東京大学）
安藤寿男 （茨城大学）
内野隆之 （産総研）
尾上哲治 （九州大学）

笠間友博 （箱根ジオミュージアム）
亀尾浩司 （千葉大学）
亀田　純 （北海道大学）
川端清司 （大阪市立自然史博）
北村有迅 （鹿児島大学）
清川昌一 （九州大学）
後藤和久 （東京大学）
小松原純子 （産総研）
齋藤　眞 （産総研）
杉田律子 （科学警察研）
竹下　徹 （北海道大学）
内藤一樹 （産総研）
納谷友規 （産総研）
奈良正和 （高知大学）
西　弘嗣 （東北大学）
根本直樹 （弘前大学）
野田　篤 （産総研）
早坂康隆 （広島大学）
藤井正博 （応用地質（株））
細矢卓志 （中央開発（株））
保柳康一 （信州大学）
松田博貴 （熊本大学）
三田村宗樹 （大阪市大学）
道林克禎 （名古屋大学）
矢島道子 （日本大学）
山口飛鳥（東京大学大気海洋研）

岩部良子（応用地質（株））
山本正司（山本司法書士事務所）

任期：2020 年 5月 23 日～ 2022 年総会

任期：2020 年 5月 23 日～ 2024 年総会

一般社団法人日本地質学会
〒101-0032　東京都千代田区岩本町 2-8-15　井桁ビル

電話　03-5823-1150　FAX　03-5823-1156（振替口座　00140-8-28067）
e-mail: main@geosociety.jp　ホームページ htttp://geosociety.jp

一般社団法人日本地質学会倫理綱領
2003年9月19日　日本地質学会総会制定

2009年12月5日　一般社団法人日本地質学会制定*

　日本地質学会の会員は，科学的真理を明らかにする事を目的として，誠実かつ真摯に地質学および関連科学の研究・教育および
調査を行う．その成果を広く社会に公表することにより地質学および関連科学の進歩普及を図り，もって社会の発展と人類の福祉
に貢献する．会員は，基本的人権を守り，良識かつ品位のある行動をとる．

1. 科学者としての倫理：会員は，専門知識の向上および地質学と関連科学の発展を目指して自己研磨を図る．研究と調査において
は，法を尊守し，社会的良識に従って行動する．科学的事実に対しては常に謙虚，誠実でなくてはならない．研究成果と技術上の
知見を広く社会に公表し，公表にあたっては先人と他者の業績を尊重する．

2. 知的交流の確保：会員は，国際交流や他分野との交流を進めることを通して学術の向上を図るとともに，研究成果と技術上の知
見が科学的に広く吟味・検証されるよう努める．

3. 人類と社会への責務：会員は，その専門知識と技術を適切に活用し，研究と調査の成果を広く社会に提供することを通して社会
の発展と人類の福祉に貢献する．

4. 地球環境への責務：会員は，地球システムの諸現象についての専門家として，地質災害の予知と防止，地球環境の将来予測，資
源の適正な活用に関する情報を提供するとともに，専門知識を活かして環境の保全と改善に努める．自らの研究と調査の実施にあ
たっては環境への影響を最小限にするよう配慮する．

5. 次世代への責務：会員は，地質学と関連科学における学術と技術の継承と発展，次世代を支える人材の育成を図る．研究や調査
の成果物，重要な露頭や標本などの科学的遺産の保全に努める．

*2009 年12月5日法人理事会において，一般社団法人日本地質学会倫理綱領として全文引継を決定．

一般社団法人日本地質学会行動規範
 

2011年9月8日　一般社団法人日本地質学会理事会制定
 
　日本地質学会が他機関や組織との連携事業を実施する際に，学会員の立場や責任について，学会員ならびに社会に明示するため，
一定の規範が必要であるとの認識のもとに，本会倫理綱領を踏まえて行動規範を定めるものである．

（透明性，説明責任）
1. 会員は，地質学・地球科学分野の進展とその成果が与える社会的影響を自覚し，公益性の観点から客観的事実を明らかにするよ
う努力すると同時に，事実を社会に周知するよう努力する．
2. 会員は,専門の業務において,その目的・方法・成果等について,要求された場合には明快に説明する責任がある．特に専門家でな
い者には,相手の立場に立つ姿勢で分かりやすく説明する責任がある．

（自立・公益性）
3. 会員は，立案，計画，申請，実施，報告などの過程において，真実に基づき，公正であることを重視し，誠実に行動する．研究・
調査データの記録保存や厳正な取扱いを徹底し，ねつ造，改ざん，盗用などの不正行為をなさず，加担しない．また，科学技術に
関わる問題に対して，特定の権威・組織・利益によらない中立的・客観的な立場から討議し，責任をもって結論を導き，実行する．
4. 会員は，関与する計画と事業が人類社会や環境に及ぼす影響を予測評価する努力を怠らず，公衆の安全，健康，福祉を損なう，
または環境を破壊する可能性がある場合には，中立性，客観性を保ち，自己の良心と信念に従って情報を公開する．

（中立公正）
5. 会員は，人種，性，年齢，地位，所属，思想・宗教などによって個人を差別せず，個人の人権と人格を尊重する．また，個人の
自由を尊重し，公平に対応する．
6. 会員は,専門知識を説明するときは,一方的な価値観を押し付けることのないよう，他者の理解を得るように努める．
7. 会員は，他者と互いの能力の向上に努力し，専門上の批判には謙虚に耳を傾け，不公正な競争を排除する．

（契約に対する誠実性と利益相反）
8. 会員は，雇用者または依頼者それぞれのために，誠実な代理人または受託者として行動する．
9. 会員は，雇用者または依頼者から不適切な便宜供与を受けてはいけない．
10. 事業の結果および研究の成果が他団体または，自らを含む特定の個人に利益をもたらすことが予想される場合には，事前に雇
用者あるいは依頼者の了承を得る．

以上
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